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(1) 

晴男 議会だ巴J

小
瀬
公
園
廃
止
な
ど
必
案
件
決
ま
る

六
月
定
例
会
は
六
月
二
十
八
日
に
招
集
さ
れ
、
会
制
酬
を
十
一
日
間
と
決
め
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
等
九
件
、
一
般
会
計
等
補
正
予
算
三
件
、
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
宣
言
、
公
の
施
設
の
廃
止
及
び
諸
負
契
約
の
締
結
並
び
に
市
道
路
線
の
認
定
等
二
十
九
件
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦

一
件
の
計
四
十
二
件
を
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
、
決
定
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
最
終
日
に
は
、
監
査
委
員
の
選
任
、
常
任
委
員
会
の
改
選
、
甲
府
市
・
玉
穂
村
中
学
校
組
合
誠
会
並
び
に
甲
府
地
区
広

域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
補
欠
議
員
の
選
挙
等
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
七
月
八
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

六
月
定
例
会
の
条
例
従
は
、
一
職
員
の
退
職
手
当
の
訓
地
平
等
一
じ
、
保
険
料
を
軽
減
す
る
基
準

特
別
職
町
職
貝
の
っ
ち
、
非
常
一
の
引
き
下
げ
を
行
う
改
正
、
さ
一
傾
に
つ
い
て
引
き
上
げ
安
行
う

勤
で
あ
る
教
合
蚤
民
会
等
の
委
一
ら
に
公
営
住
宅
法
地
行
令
の
一
一
た
め
の
改
正
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

民
の
報
酬
を
、
委
只
の
収
資
止
一
部
改
正
に
伴
い
・
市
首
住
宅
に
一
公
園
町
廃
止
に
伴
い
、
使
用
料

び
勤
務
の
実
態
等
航
似
都
市
町
一
か
か
わ
る
入
居
者
等
の
算
定
法
一
等
に
か
か
わ
る
規
定
的
経
備
を

実
怖
を
勘
来
し
て
改
定
主
打
つ
一
礎
と
な
る
収
入
基
地
内
改
{
正
、
一
行
、
つ
た
め
の
も
の
な
ど
で
あ
り

た
め
の
条
例
の
制
定
を
は
じ
め
、
一
地
方
悦
法
等
の
一
部
改
正
に
準
一
ま
す
。

ま
た
、
補
正
予
却
は
、
一
般
一
挫
設
用
地
と
し
て
の
土
地
取
得
」
一
般
会
計
補
正
干
身
、
住
宅
新

会
計
で
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
旦
第
七
則
住
居
表
示
(
里
垣
地
区
一
築
資
令
資
付
事
業
特
別
主
総

び
保
育
所
運
営
に
伴
う
備
品
購
一
等
)
の
実
施
、
大
里
町
東
耕
地
一
正
子
拝
、
同
和
対
策
住
宅
新
築

入
費
、
さ
ら
に
交
通
安
全
対
策
一
団
地
内
必
路
の
市
道
認
定
等
九
一
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正
の

特
別
交
付
金
の
決
定
に
よ
る
道
一
円
、

H
州
負
契
約
の
締
結
案
件
と
一
三
案
に
つ
い
て
は
、
多
数
を
も

路
新
設
改
良
波
及
び
住
宅
新
築
一
し
て
国
母
幹
線
下
水
道
管
布
設
一
っ
て
、
そ
の
ほ
か
の
案
件
に
つ

資
童
守
貸
付
事
業
特
別
会
計
へ

一
工
事
を
は
じ
め
、
大
津
終
末
処
一
い
て
は
全
員
異
議
な
く
当
局
原

の
繰
出
金
の
補
正
で
あ
リ
ま
す
。
一
号
汚
泥
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
工
一
家
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
一
主
術
会
最
終
日
に
、
議
会

特
別
ム
F
汁
で
は
、
住
宅
新
築
一
事
、
南
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
、
一
べ
一
選
出
の
監
査
委
貝
塩
野
褒
明
氏

資
金
尋
貸
付
限
度
知
的
改
定
に

一
小
中
学
校
改
築
工
事
七
件
の
計
一
一
般
質
問
最
終
日
の
七
月
一
一
一
の
紳
任
に
伴
い
、
新
た
に
早
川

伴
う
補
正
、
農
業
共
済
必
案
内
一
十
二
件
で
あ
リ
ま
す
。
一
日
に
市
長
よ
り
追
加
提
案
さ
れ
一

l
I
f
-
-
t
i
l
t
-
-
-

農
作
物
、
蚕
脳
uz
ハ
消
の
無
被
害
一
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
重
要
一
た
、
絞
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
立
一
し
ま
し
た
。
一
任
さ
れ
ま
し
べ

農
家
等
へ
の
無
事
戻
し
支
払
符
一
案
件
を
審
任
す
る
た
め
、
総
務
一
言
に
つ
い
て
は
、
戦
争
の
惨
過
一
ま
た
、
本
定
例
会
最
終
日
に
一
な
お
、
叩
府
市

・
玉
舵
村
中
一
甲
府
市
・
玉
穂
村
中
学
校
組
合

賛
同
補
正
で
あ
り
.
総
紙
三
千
一
民
生
往
設
経
済
・
水
道
的
一
を
防
止
し
、
人
郊
の
水
法
的
平
一
は
、
高
任
委
員
の
改
選
を
行
う
一
学
校
組
合
議
会
並
び
に
巾
府
地
一
小
河
原
正
平
岡
伸

二
百
五
十
六
万
三
千
円
の
補
正

一
各
品
任
委
只
会
を
五
日
か
ら
八
一
利
多
希
求
し
、
絞
兵
器
廃
絶
の
-
と
と
も
に
、
同
日
市
長
か
ら
追
一
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
町
一
託
制
正
左
市
門
小
林
康
作

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
日
ま
で
の
四
日
間
委
日
会
審
査
一
世
請
を
喚
起
す
る
た
め
三
一手
一
加
提
案
さ
れ
F
議
会
選
出
向
監
一
そ
れ
ぞ
れ
の
納
欠
議
貝
の
選
挙
一
土
屋
直

さ
ら
に
こ
の
ほ
か
の
案
件
で
一
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
最
終
日
一
る
も
の
で
あ
り
、
安
員
会
付
託
一
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
一
は
、
指
名
推
せ
ん
に
よ
り
行
い
一

は
、
公
古
住
宅
(
後
屋
団
地
)
一
円
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
一
を
省
略
し
、
全
会
一
段
で
可
決
一
早
川
光
悶
氏
(
公
明
党
)
い
か
選
一
ま
し
た
。
一

特

別

委

員

会

主

-ZE--25-EZEE-z--EEz--ZETEE--EEz-三
ZEE-i-Ez--EE---EEZ霊園
-AZE--izzZEE-喜
一
一

最
後
に
、
寸
市
町
村
社
ム
福
一

委

員

の

変

更

成
の
た
め
着
実
な
歩
み
を
続
け
都
本
叩
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
一
祉
協
議
会
的
充
実
値
化
に
関
す
一

就

任

あ

い

さ

っ

て

お

り

ま

す

。

ご
ざ
い
ま
す
。

一
喜

善

弘

高

Z喜
一
本
市
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い

市
民
の
皆
様
が
行
政
に
寄
せ
こ
こ
に
就
任
に
あ
た
り
、
決
一
及
び
炭
鉱
摘
を
内
問
総
理
大
臣
ほ
一
る

「地
点
防
災
対
策
に
関
す
る

叩

1
2
2中
西
久
え
品
、
激
し
い
社
会
経
済
的
意
を
述
べ
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
一
か
関
係
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
一
調
査
特
別
委
員
会
L

委
員
町
中

変
化
と
自
治
意
議
円
高
ぬ
な
ど
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
一
を
決
的
、
す
べ
て
の
日
り
を
終
一
西
久
委
員
は
、
議
長
就
任
に

山
川
市
説
会
副
議
長
伊
藤
常
入
に
よ
り
、
大
き
く
転
換
し
て
い
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
一
了
い
た
し
ま
し
え
一
伴
い
特
別
委
員
会
委
員
を
辞
任

ま
す
。

た
し
ま
す
。

一

一

い

た

し

ま

し

え

ー

!

?

?

で

あ

り

ま

す
。

議
決
機
関
で
あ
り
、
住
民
的
(
中

星

雲

監

)

一

l
i
-
-
j
i
l
-
-
i

F
Y
G畠F
M

-T
「
地
方
的
時
代
し
的
確
立
や
意
見
を
代
表
す
る
議
会
は
、
っ
甲
府
市
美
咲
一
丁
目
一
一
章
一

五

月

臨

時

会

一

(
市
民
ク
ラ
ブ
)
第
七
十
四
代

r肘
伊
一
し
内

t

f財
政
の
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
ね
に
市
民
要
求
を
的
維
に
と
ら
一
号
、
市
議
会
議
貝
四
期
、
一
一
副
議
長
に
伊
藤
常
八
氏
(
政
相

i
1
司

中

る
中
で
、
地
方
行
政
は
ま
さ
に
、
え
公
正
な
止
ま
ら
設
的
に
副
議
長
、
総
務
常
任
委
員
長
、
一
瓦
月
臨
時
会
は
百
喜
一
会
)
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま

'

重

大

な

岐

路

に

さ

し

か

か

っ
て
代
弁
し
、
正
し
い
山
政
の
カ
ジ
子
一
算
特
別
委
員
長
を
歴
任
一
逝
L
に
と
も
な
い
五
月
二

1
八

一
し
「
ョ

‘Rd
，、
E

，um
い
ま
す
。

と

リ

を

行

っ

て

い

か

ね

ば

な

り

六

十

オ

一

日

に

聞

か

れ

、

小

沢

裂

持

H
一
ま
た
市
長
か
句
叩
府
市
職
民

剛

同

ご

-
V
A

副
本
市
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
ま
せ
ん
。

(
伊
蔵
副
議
長
の
略
歴
)
一
止
び
山
長
か
ら
追
悼
の
仰
が
贈
一
給
与
条
例
止
ぴ
叩
府
市
学
校
職

az何十
J
yt--『
噌
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
私
ど
も
は
こ
う
し
た
期
待
に
巾
府
市
上
石
田
二
丁
目
四
十
一
ら
れ
ま
し
九
一
民
給
与
非
A
問
の

一
部
改
正
ほ
か

4
司

1

民
の
多
様
な
要
望
に
お
こ
た
、
ぇ
こ
た
え
る
た
め
、
民
主
的
で
円
一
番
一
一
十
五
号
、
市
議
会
議
一
欠
以
と
な
り
ま
し
た
議
長
、
一
山
J

決
処
分
四
件
が
提
出
さ
れ
.

私
ど
も
去
る
五
月
二
十
八
日
す
る
た
め
、
本
年
は
新
総
合
計
滑
主
議
会
述
営
を
心
が
け
、
よ
員
三
一
期
、
総
務
常
任
委
員
長
、
一
及
び
昨
股
に
作
一
つ
刷
議
以
内
選
一
怯
重
に
審
先
し
た
結
果
、
い
ず

の
臨
時
会
で
議
長
、
副
議
U
K
に
画
十
か
年
内
第
四
次
実
施
計
画
リ
一
層
市
民
の
じ
同
創
刊
に
こ
た
え
、
決
算
特
別
委
員
長
を
歴
任
一
挙
が
行
わ
れ
、
投
出
向
結
果
第
一
れ
も
当
局
原
案
内
と
お
り
可
決
、

選
ば
れ
ま
し
f-。
ま
こ
と
に
光
町
初
年
度
と
し
て
、
諸
計
画
逮
税
し
ま
れ
る
議
会
と
な
る

4
7

六
十
七
才
↑
六

l
三
代
ぷ
長
に
中
西
久
氏
一
承
認
し
ま
し
え

-紙面あんない・

l頁 議会概要ほか

2頁 一般質問ほか

3頁 委員会の審査状況はか

4頁 新常任委員の紹介

ぐ6月定例

• 6月定例会日程・

6月28日 開会、提案理由の説明

29日 談案説査のため休会

30日一 7月 l日 本会議

質疑及び市政一般質問

本会議

質疑及び市政一般質問

各委員会付託

3日一 4日 休会

5日一 7日 各常任委員会

8日 総務・民生委員会

本会議

各常任委員会報告

甲府市・王恕村中学校組合議

会及び甲府地区広域行政事務

組合議会の補欠議員選挙

閉会

2日

積
一
監
査
委
員
に
早
川
光
菌
氏

組

合

議

会

議

員

の

変

更

、EM
h
.

，委

h

一
必
骨
量
誼

1
1

・、早
光
園
氏
を
選
任
す
る
議
案
が
徒
一
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組

出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
一
合
並
び
に
甲
府
市
・
玉
穂
村
中

同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
」
学
校
組
合
の
両
議
会
的
一
部
議

(
早
川
光
図
氏
の
略
歴
)

一
員
の
、
辞
職
に
伴
、
ヲ
補
欠
議
員

中
府
市
玄
二
丁
目
二
十
六
番
一
の
選
挙
が
行
わ
れ
指
名
推
せ
ん

九
号
、
市
議
会
議
貝
二
期
、
一
に
よ
り
次
の
議
員
が
当
選
さ
れ

民
生
常
任
委
員
長
、
議
会
運
一
ま
し
た
。

営

委

員

長

を

雇

任

一

甲
府
地
区
広
犠
行
政
事
務
組
合

六

十

六

オ

内

藤

秀

治

小

河

原

正

平

岡

伸

土

屋

直



高
令
化
社
会

へ
の
対
応

間

人
口
町
老
令
化
が
急
速

に
進
み
、
「
古
川
令
化
社
会
し
の

地

一
到
来
が
予
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ

口

一
ら
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
た

埋
一
い
。

堀

一
答
本
市
に
お
け
る
向
令
化

問

臨

調

第

三

部

会

の

報

告

一

方

分

悼

の

隊

立

に

'

川

け

て

の

行

一

一

和

一
の
進
行
は
、
全
国
平
均
を
少
し

に
よ
る
組
織
の
縮
小
、
減
量
化
一
政
改
革
b
白

に

求

め

な

が

ら

、

一

一

る

一
上
ま
わ
る
状
況
に
あ
る
が
、
こ

及

び

定

数

減

に

つ

い

て

、

ま

た

一

自

治

体

も

自

主

的

な

行

手

歩

薙

一

一

=
一
的
主
フ
な
老
令
化
へ
の
対
応
に

業
務
の
民
問
委
託
等
、
行
部
に
一
進
す
る
こ
と
を
法
一
d
し

て

い

る

。

一

一

待

一
つ
い
て
は
、
年
金
、
医
療
制
度

対
す
る
本
市
町
対
応
に
つ

い
て

一

本

来

、

地

方

自

治

体

的

組

織

一

一

肋

一
等
の
見
直
し
な
ど
が
、
'垂
n面

何
い
た

い

。

一

運

営

は

、

個

々

の

自

治

体

の

口

一

一

登

一

か

ら

提

言

さ

れ

て

い

る

.

答

臨
調
第
二
一
部
会
的
報
告
一
任
に
お
い
て
、
白

王

的

、

自

律

一

一

て

一

今

後

は

、

こ

の

よ

う

な

状

況

で

は

、

地

方

分

権

の

撃

且

安

基

一

的

に

行

わ

れ

る

べ

き

も

の

と

考

一

一

と

一
を
的
確
に
把
握
し
、
在
宅
福
祉

調

と

し

な

が

ら

、

聞

と

地

方

向

一

え

、

本

市

は

、

早

く

か

ら

組

織

一

一

園

一

保

健

医

療

、

施

設

入

所

者

対

策

.

問

荒
川
ダ
ム
の
{一読
工
期
一
て
は
一
第
一
回
が
五
十
一
一
一
年
十

一
つ
値
上
り
分
の
一
部
を
上
乗
せ

一
豊
富
町
在
り
方
を
虫
、
一
改
革
に
取
り
組
ん
で
、

E政
竺

等

の

面

で

、

き

め

細

か

い

施

策

す

」

一

が

延

期

さ

れ

た

理

由

と

、

市

町

一

二

月

て

建

設

省

向

指

導

に

よ

り

一

し

た

た

め

で

あ

り

、

第

三

回

目

一

広

範

囲

に

わ

た

り

、

改

革

意

見

一

の

健

全

化

、

効

率

化

に

努

め

て

一

一

一

一

一

一
一
の
展
開
が
要
泊
さ
れ
て
い
る
。

一
負
担
金
円
増
加
の
原
因
、
及
び
一
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
か
ら
ロ
y

一
は
本
年
二
月
タ
ム
の
操
作
に
使
一
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
一
来
た
が
七
月
行
わ
れ
る
臨
調

ポ

一
本
市
て
は
昨
年
度
よ
り
県
に

斗
Z
一

全

及

の

給

水

対

策

に

つ

い

て

伺

一

ク

ヒ

ル

ダ

ム

に

変

更

し

、

工

期

一

周

す

る

発

屯

設

備

を

追

加

す

る

一

地

方

に

つ

い

て

は

特

に

、

地

方

一

の

基

本

答

申

と

、

こ

れ

に

基

づ

一

五

一

一

一

一

一

一

呼

応

し

、

老

人

的

生

き

が

い

対

f
一
い
た
い
。

一

も

五

十

四

年
度
{一
震
か
ら
五
十

一た
め
の
も
の
で
、

こ
の
結
果
、

一
行
政
円
減
量
化
、
効

率

化

が

求

一

く

国

の

行

革

の

動

向

を

見

極

め

一

一

一

一

一

一

一

策

開

発

の

こ

と

ぶ

き

マ

ス

タ

ー

議
一
答
震
工
期
の
遅
れ
に
つ
一
八
年
昨
在
室
し
た
が
用
地
一
産
室
賀
の
二
十
一
一パ
セ
一
め
ら
れ
て
お
り
、
端
的
に
言
三
る
中
で
、
本

市

町

実

態

に

即

し

一

制

度

を

は

じ

め

、
老
人
健
康
づ

舌

一

一

い

て

は

、

図

的

財

政

対

応

と

の

一

交

渉

の

遅

れ

な

ど

か

ら

工

期

が

一

ン

卜

を

負

担

す

る

本

市

町

負

担

一

ば

‘

住

民

に

直

接

接

す

る

地

方

一

一

-
J

一

一

一

一

一

計

画

を

策

定

し

、
生
産
性
的
高
一
く
り
推
進
事
業
を
新
た
に
実
施

市
有
能
お
寸
前

ι一
持

続

日

川

た

め

の

工

一

見

付

見

守

ば

一

日

町

民

投

下

山

引

い

一

産

業

振

興

対

策

は

弓

持

凡

な

吋

て

い

く

一

位

ド

ド

ド

一
和
六
十
年
三
月
に
完
成
す
る
子
一
第
二
回
は
五
十
五
年
十
一

一月

一

卜

は

国

及

び

県

的

補

助

金

で

あ

一

ざ

る

安

得

主

い

。

一

一

一

府
一
定
で
あ

る

。

一

で

あ

る

が

ダ

ム

の

工

事

契

約

一

色

一

こ

れ

に

対

し

、
全
国
市
長
会
一

口

活

力

あ

る

街

づ

く

り

口

一
す
計
十
肘
品
計
制
一
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

市
町
負
担
分
の
増
加
に
つ
い
一

2に
あ
る
物
価
的
変
動
に
伴
一
工
事
長
重
量
的
五
十
パ

↑
で

は

、

地

方

向

立

場

か

ら

、

池

一

一

に

推

進

す

る

体

制

づ

く

り

に

つ

一

心

身

障

害

児

『

.

一

I
t
i
t
t
i
-
-
I
I
I
t
i
t
i
l
-
-
一

間
環
境
町
変
化
に
よ
る
産
一
な
農
用
地
の
確
保
と
地
械
の
特

一
い
て
は
、
今
後
議
題
と
し
て
一

通

圏

吋

表

立

一

一

丙

完

又

土

、

弓

乃

一

業
振
興
対
策
と
、
市
民
所
得
の

一
性
を
配
慮
し
た
霊
童
話

一検

討

を

し

て

い

く

。

一

J
4
1
:
日

一

一

r
f
t主
σ

一向

上

に

つ

い

て

伺

い

た

い

。

一

一

と

う

カ

』

一

次

善

策

を

笥

う

一

答

新
総

Aaにお
い
て
一

伊

良

?

こ

E
V「
〉
I
t
Z
〆

一

間

心

身
障
宮
内
通
園
事

で

一

-
l
i
t
-d
;
i

I.
産
誌
を
振
興
し
、
活
力
ヱ

結

カ

H
d
移
管

σ-Eス
通

し

一
歩
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

司

曹

』

一

間

減
量
経
営
に
徹
し
業
一
は
罪
悪
品
ら
す
こ
と
に
一
あ
る
き
く
り
の
推
進
を
重
要
一

1

1
1
1
J
I
l
J
i
E児
の
通
園
事

一
務
の
見
直
し
を
す
な
ど
、
抜
一
努
め
た
が
、
な
お
こ
れ
を
押
し
一
施
策
と
位
置
づ
け
、
霊
的
な
一

l
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
廃
止

l
一業
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
保
護

一本
的
な
改
普
策
を
伺
い
た
い
。
一
進
め
る
と
と
も
に
、
薬

の

ス

ト

一

崎

和

の

展

開

を

図

っ

て

い

る

。

一

一

者

の

皆

さ

ん

等

か

ら

、

陳

情

を

院

一
答
従
来
的
経
営
の
あ
り
方
一
ツ
ク
を
少
な
く
し
、
効
率
的
使
一
特
に
商
工
業
に
お
い
て
は
、
一
間
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
聞
が
一
動
場
の
中
で
こ
れ
を
考
え
る
と
、
一
受
け
て
お
り
、
在
宅
、ャ身
障
害

病
一
を
分
析
し
て
、
改
め
た
点
と
し
一
用
の
で
き
る
よ
う
吐
量
面
の
検
一
中
央
自
動
車
道
内
全
線
開
通
な

一
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
県
施
設
の
一
管
理
経
費
は
年
間
約
七
千
万
円
一
児
母
子
グ
ル
ー
プ
指
導
事
業
へ

府
一

て
は
、
寺
子
、
ベ

y
ド
の
使
用
一
討
を
急
い
で
い
る
。
一
ど
の
大
き
主
環
境
安
化
に
対
応
一
譲
渡
の
見
通
し
と
、
小
瀬
公
園
一
程
度
と
算
定
さ
れ
る
。
一
は
助
成
措
置
を
行
っ
て
来
て
い

申
一
効
率
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
一
い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
的
総
一
す
る
た
め
、
商
業
振
興
対
策
協
一
が
県
に
移
管
さ
れ
た
あ
と
の
、

一
な
お
、
移
管
の
範
囲
が
国
有
一
る
。

立
一
均
一
的
な
ベ
ソ
ド
配
分
を
改
め
、一
合
病
院
と
し
て
の
使
命
を
巣
し
、
一
談
会
、
地
域
工
業
対
策
協
議
会
一
地
域
住
民
等
の
使
用
の
問
題
に
一
地
に
及
ぶ
場
合
は
、
県
と
も
ど
一
今
回
の
通
園
事
業
へ
の
建
設

市
一
疾
病
状
況
歩
勘
案
し
た
医
師
の
一

「
入
る
を
計
っ
て
、
出
る
を
制

一
に
お
い
て
実
貯
調
査
を
行
、
っ
と
一
つ
い
て
伺
い
た
い
。
一
も
実
現
に
向
け

(2) 昭和57年 8月1日

一
般
質
問
は
六
月
三
十
日
か
ら
一
一
一
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
八
氏
が
各
党
派

を
代
表
し
て
行
財
政
改
革
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
廃
止
、
病
院
経
営
、
入
札
制

度
、
動
物
園
移
転
等
、
当
直
す
る
市
政
の
問
題
点
を
と
り
あ
げ
、
暑
さ
の
中
で
活

発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

り

荒
川
、
ダ
ム
完
成
の
遅
れ
と

今
後
の
取
水
計
画
を
質
す

よ甲第 54号

1
セ
ン
ト
を
超
え
る
進
妙
状
況
一
湖
町
活
用
な
ど
で
水
の
不
安
を
一
た
効
率
的
立
行
財
政
運
営
を
防
相
一
都
市
の
実
態
に
即
し
た
主
か
て
一
率
的
な
も
の
等
に
つ
い
て
は
、

で
あ
り
、
今

後

余

去

蓄

が

一ま
か
寺
っ
と
と
も
に
、
夜
間
に
一
」
止
し
て
参
り
た
い
。

一
円
安
の
努
力
字
べ
き
で
あ
土
季
語
室
長

rてい
る
。

生
じ
な
い
限
り
計
画
通
り
に
完
一水
を
照
的
ピ
ク
時
に
多
く
水
一
定
数
減
に
つ
い
て
は
、
全
同
一
と
血
解
し
て
い
る
。

一
今
後
吏
に
、
事
務
事
業
を
日
比

工
す
る
↓
土
足
で
あ
る
。
了
乞
山
山
す
と
い
う
配
水
操
作
、
同
一
市
長
会
的
提
r

ロ
で
は
五
パ
|
セ
一
民
間
安
託
に
つ
い
て
は
、
原
一
山
し
効
率
性
の
あ
る
行
政
執
行

ま
た
、
今
反
の
給
水
対
策
に
一
年
同
山
宮
配
水
池
内
築
迎
、
本
一
ン
卜
削
減
を
共
通
の
努
力
日
開
一
川
的
に
ほ
町
役
所
の
仕
事
は
、
一
を
し
て
参
リ
た
い
。

つ
い
て
は
、
荒
川
ダ
ム
の
工
期
一
年
内
昭
和
水
源
北
方
P
C
7
ン
一
と
し
て
い
る
が
、
都
市
内
J

川
付
一
山
氏
サ
l
ヒ
え
の
向
か
ら
山
の
一

の
延
期
に
よ
り
取
水
計
制
が
大

一ク
の
き
な
ど
で
、
こ
の
夏
の
一
は
、
そ
れ
ぞ
れ
震
を
引
に
し
一

W
Hの
T
に
ら
て
処
学
べ
一

き
く
狂
っ
て
い
る
が
、
漏
水
防

一給
水
も
十
分
砿
保
で
き
る
見
通
一
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
内
一
的
一
?
で
あ
る
と
布
、
え
る
が
民
間
一

止
に
よ
る
有
収
率
内
向
上
、
昭
一
し
で
あ
る
。

一
に
と
ら
、
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
一
を
託
さ
せ
る
こ
と
の
ほ
う
が
効

和
水
源
や
市
内
各
所
の
補
助
水

-
陣

r'

M
F

-

J
『

f
h

行
財
政
改
革
に
伴
う

組
織
の
減
量
化
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ー・-_._-_.--_._._._._._._.ーーー，-，ー
E 様皆のする 堀込 ー井 込中 尉牒 干野 岡田 土屋 r仇L: 氏

の E 議{車 存 名定昭
皆様グ〉 理解願おを まE 五郎 文孝 秀tfI る 修 l在 政科 例和

へ 暑 公 直 翌党本三日五 政 新政フフタ I企本E ヌ日土L 正公 政 ム広 デtJ 中 明タ 手日 夕 友 ~
ぃ T是党手 会 3 会派 質 Z
i j2! i !iii 霊振て書の 2寺も事業量産事…花行霊分翌 長政華 てE E E 霊会老 1iiii E E 喜 静Eif fppiE i Et1B121工 f杭 E -f H 
カ
市民句f て L、 L、量 葉 に荒'"営来経にとM推進にEえ告報I方固と也 1対策l目こL 号に 推進選挙グ〉 3thに 政治k つE 普改平和政治k にて つfhとt じ 政姿勢 いに E 主事

て て つ つダつつに つ つ 平につ 勢多にt い に問組勢多に" つ い に てつ つ要

つい いムいいつ いつい つい重ってつつ)つい て つ い い
いてって建ててい っていて いてい コいい いて い て て旨
てい設てのいて ててンててて て



ZTE--・===ニ-zgユ
一

一z==Ta---ZEB--TZE-Ez--z-a---z-2一宮
--=-ZZE--T・
g・
-
，
E
・9V

州
国
鉄
身
延
線
の
存
続
に

あ
り
、
こ
の
制
皮
肉
導
入
を
設
け
る
と
と
も
に
、
福
祉
地
方
分
権
の
強
化
を
基
本
に
の
地
方
自
治
体
へ
の
負
担
第
九
次
道
路
箪
備
五
か
年
計
叫

関
す
る
意

見

奮

を

認

め

な

い

こ

と

ψ

活
動
専
門
只
の
明
只
且
び
設
行
財
政
的
改
革
に
取
り
組
む
転
嫁
を
絶
対
に
し
な
い

こ
画
の
策
定
に
関
す
る
決
継

叙

勲

の

伝

達

で

可

本
産
業
経
済

5
2
市
町
村
社
会
福
祉
協
蛾
会
の

置

補

助

を

大

幅

に

引

き

上

げ

主

つ

要

請

し

ま

す

。

と

。

昭
和
五
十
七
年
度
を
最
終

叩

d

;

一
叩
の
重
要
Jr式M
入
通
剥
で
あ
る
同

充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書
ら
れ
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
一
地
方
自
治
体
的
財
源
を

た
ば
こ
専
売
制
度
の
存
続
年
度
と
す
る
第
八
次
道
路
整

叫

遺

憾

の

意

を

表

明

可

鉄
身
延
仙
普
存
続
さ
せ
る
た
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
談
会
的
充
実
強
化
を
図
る
よ
圧
迫
す
る
‘
地
方
交
付
税

に
関
す
る
意
見
書

備
五
か
年
計
画
は
、
行
財
政
明

住
居
表
一
市
町
実
胞
に
つ
い
て
一

…
的
次
的
措
世
を
と
ら
れ
る
よ
は
、
地
域
社
会
の
福
祉
向
上
よ
く
室
す
る
も
の
で
あ
の
引
き
下
げ
は
絶
対
に
行
た
ば
こ
専
高
官
、
公
再
建
計
画
を
先
行
す
る
政
府

…

て
、
十
分
な
る
検
討
い
か
な
さ
れ
一
は
、
地
元
住
民
の

E
向
を
墜
血
一

川
う
強
〈
要
望
し
ま
す
。

の

た

め

に

、

車

裂

な

役

川

を

わ

主

い

こ

と

。

共
企
業
体
と
し
て
発
足
し
三
町
方
針
の
も
と
に
完
全
選
成

問

な
か
っ
た
こ
と
を
厳
し
く
指
摘
一
す
る
ま
で

i
L
7
3
2
i
果

し

て

き

で

い

る

と

こ

ろ

で

儀

委

i
一一

回

と

自

治

体

長

十

五

年

民

王

的

な

運

営

さ
れ
ぬ
ま
ま
終
了
す
る
見
通
…

し
、
反
省
主
し
ま
し
た
。

一
手
?
っ
要
望
付
し
ま
し
一

伽

附
と
し
て
存
続
さ
せ
る
た
あ
り
手
。

じい
V
M
縦
士
事
務
・
市
草
案
の
抜
本
的
見
よ
り
国
民
生
活
の
中
に
定
着
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入

L
H羽
田

哩

で

命

義

さ
ら
に
、
指
名
業
者
の
詮
衡
一
た
。
ま
た
所
管
室
に
つ
い
て
、
一

川

め

第

二

次

臨

持

政

調

作

し

か

る

に

、

現

行

延

長

級

主

総

1
1

直
し
走
行
い
、
住
民
的
身
し
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
当
地
方
の
道
路
整
備
の
現
山

一ノ
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f
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7三
日
三
日

に
あ
た
っ
て
は
指
名
詮
衡
委
一
旧
軍
人
語
に
対
す
る
在

日

会

に

対

し

第

四

郎

会
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祉

主

法

に

お
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は

市

町

翻

題

目

疋

近

な

行

政

は

自

治

体

も

た

ば
こ
専
売
制
度
が
果
し
況
は
満
足
に
交
通
を
確
保
山

務
負
契
約
の
締
結
案
七
案
に
一
札
は
無
効
と
し
た
が
、
入
札
資
一
員
会
に
お
い
て
十
分
に
時
間
を
一
員
円
未
伝
達
問
題
が
指
摘
を
一

川

告
を
認
め
な
い

4
7巾
し

村

社

会

悩

祉

協

議

会

に

聞

す

線

終

総

主

ル

の
誌
と
責
任
に
お
い
て
て
い
る
役
割
は
き
わ
め
て
大
で
き
る
実
情
に
な
く
、
ま
た
…

つ
い
て
は
妻
小
学
校
改
築
工
一
格
長
き
せ
ず
、
軍
人
札
一
か
け
芯
を
尽
す
主
で
誌
の
一
さ
れ
、
必
憾
の
立
の
表
明
が
あ
一
川
入
れ
る
こ
と
。

る

主

が

な

く

ま

た

害

総

綴

綿

織

¥

実
学
る
こ
と
を
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本
に
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き
い
も
の
が
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り
ま
す
過
疎

5
3事
政
対
策
と
伽

一
事
の
入
札
問
題
を
中
心
に
、

入
一
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
託
を
し
一
な
い
詮
衡
を
す
る
こ
と
、

5
一
リ
、
早
急
に
調
査
し
、

Eす一
川
二
話
八
十
口
を
な
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す
と
国
語
助
制
度
で
は
悩
制
活
轡
ヨ
ソ
訪
繍

f

財
源
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幅
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自
治
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に
し
か
る
に
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政
改
革
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し
て
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道
路
町
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進
ぷ

一
札
制
度
全
厳
に
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っ
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一
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が
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。

一
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川
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隠

手
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d

u

Z
す
る
こ
と
。

一
環
と
し
て
現
在
た
ば
こ
専
緊
急
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す
る
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の
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町

一
立
論
議
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交
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ま
し
た
。

一

ま
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規
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第
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条
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埋
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で
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公

平

が
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保

で

き

一

一

酬
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強
化
を
図
り
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助
も
き
わ
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て
不
十
分
で
幽
引

泌
総

げ

斤

一ニ

自
治
体
的
自
主
性
、
自
売
制
瓜
の
廃
止
が
侵
出
さ
れ
ま
す
。
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一
従
来
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入
札
年
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日
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誤
記
し
一
つ
い
て
は
.
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も
入
札
参
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制
限
付
一
般
競
走
入
札
制
一
公
的
施
設
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d
に
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て
一

寸

i
f
f努
力

去
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進
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7化
、
高
補
助
金
の
た
場
合
自
格
の
勝
投
、
流
実
に
充
当
し
、
昭
和
五
十
八
叩

一
た
業
者
は
入
札
資
格
を
失
格
と

一加
者
的
資
絡
に
関
す
る
も
の
で

一皮
肉
線
用
を
牧
村
し
、
指
名
主
一
止
び
叩
府
市
都
市
公
間
条
例
の
一

川

す
る
こ
と
u

立
に
大
き
主
可
書
と
主
っ
て

一
般
財
源
化
を
は
か
る
こ
通
経
路
の
混
乱
、
業
た
ば
こ
年
皮
か
ら
の
第
九
次
五
か
年
明

り
了
て
き
た
が
、

業
者
等
か
ら
も

一は
な
く
、
固
定
と
も
再
度
入

一者
が
入
札
す
る
際
に
は
品
リ
士
郎
改
正
の
一
一
在
、
山
民
ス
一

川
三

本
年
秋
以
降
主
総
に
い
る
た
め
、
そ
の
平
則
改
善
り
ま
す
。

と
。

器
げ
の
大
幅
減
反
な
ど
国
民
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
大
忠

一
厳
し
す
ぎ
る
と
の
意
見
が
強
く

一札
ま
た
は
新
規
事
主
の
指
名
を

一主
的
提
出
を
求
め
る
べ
き
だ
と
一
ポ
l
ソ
の
伝
興
及
び
郡
山
施
設
一

川

実
施
が
子
川
さ
れ
る
特
別
が
強
〈
蛍
ま
れ
て
い
る
と
こ
地
方
自
治
を
拡
充
す
る
行

凹
米
年
度
予
却
の
編
成
に
生
活
へ
の
彩
容
と
混
乱
が
懸
な
事
業
枠
町
一
拡
大
を
図
リ
、
叩

よ
一
出
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
初
当

一す

?υ
の
で
は
主
い
と
の
見
解
一
す
る
要
望
芯
見
が
あ
り
、
当
旦
と
し
て
の
小
瀬
ス
ポ
ソ
公
凶

日

許
制
戊
(
川
一

2
5
ろ
で
あ
り
ま
す
。

政
改
革
を
求
め
る
意
見
書
当
っ
て
は
地
械
の
実
情
念
さ
れ
ま
す
。

我
々
が
熱
望
す
る
道
路
整
備
川

一
部
に
お
い
て
も
入
札
方
法
自
一
が
一
不
さ
れ
ま
し
た
が
、
百
か
一
か
ら
、
い
ず
れ
J
U

主
主
問
題
一
の
千
で
あ
リ
、
こ
れ
に
け
い
、
戸
高
入
す
る
同
誌
政
策
よ
っ
て

社

会

誌

安

静

Z
5
2主
を
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分
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し

第 54号

市
議
会
議
長

溝
口
豊
雄
氏
逝
去

第
六
十
二
代
市
議
会
議
月
二
十
日
心
不
全
の
た
め
リ
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
溝
白
書
且
雄
氏
は
去
る
五
市
立
甲
府
病
院
で
ご
逝
去
故
溝
口
議
長
は
昭
和
三

さ

れ

ま

し

九

十

八

年

四

月

市

議

会

議

以

葬
儀
は
叩
府
市
議
会
事
に
初
当
選
い
ら
い
述
絞
E

と
し
て
六
月
十
三
日
市
立
期
十
九
年
余
の
長
き
に
わ

北
中
学
校
屋
内
体
育
館
に
た
り
議
只
活
動
を
さ
れ
て

お
い
て
‘
し
め
や
か
に
執
き
ま
し
f

、

ま
た
、
川
年
七
月
議
長

に
枕
任
し
て
以
来
、
九
牛
肉

市
議
会
議
長
会
副
会
長
、

関
東
市
議
会
議
K
会
副
会

長
、
山
利
木
県
市
議
会
議
長

会
会
長
等
々
数
々
の
喪
服

を
歴
任
し
、
生
前
向
功
杭

に
よ
り
正
六
位
動
主
等
双

光
州
四
日
草
刈
℃
位
与
さ
れ
ま

し
fu。
今
後
町
市
政
発
展
に
尽

力
多
顧
っ
て
い
た
や
さ
き

の
こ
と
で
誠
に
悔
ま
れ
て

主
り
ま
せ
ん
。

却
し
ん
で
ご
リ
(
悩
を
お

祈
リ
い
た
し
ま
す
。
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